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木蓮会会長挨拶

　この度、木蓮会会長を拝命しました、看護学科 4 期（2003年 3 月）卒業生
の菊本暁人です。母校であります附属病院や介護施設などの勤務経験を生かし、
看護教育の現場を経て、現在は留学生の指導にあたっております。私事ではご
ざいますが、去る2024年 1 月、父が狭心症によるバイパス手術を行いました。
私も親の介護が見えてくる世代となりました。父の入院中では、インフルエン
ザやコロナウイルス感染予防の観点から厳しい面会制限のため、面会できない
状況でした。この経験より、医療の現場で働いている卒業生の皆様に頭が下が
る思いで一杯です。
　さて、2023年 5 月より、コロナ禍を超えて、数多くのイベントが再開しま
した。私も2023年10月の医学部祭に久々に息子と遊びに行ってまいりました。
現在、医学科棟が建替工事のため、初の駐車場と看護学科棟を会場とした学園
祭となっておりました。20数年前に看護学科 1 年生として講義を受けた大講義
室で、オーケストラ部の演奏を聞いていたら、いろいろな思い出がよみがえっ
てきました。また、みなさんで顔を合わせる大同窓会が開けたらと、我々同窓
会役員も検討していきたいと思います。
　そこで、みなさんにお願いがございます。現在、同窓会名簿の整理を行って
おります。住所や連絡先、婚姻による姓の変更などがございましたら、お手数
ですが、同封の異動通知書でFaxまたは郵送でお知らせください。特に同窓会
係が不在の期生がございます。同窓会係の方には個別に2023年11月にお知ら
せ文を配布し、アンケート回答を依頼しています。回答が未回答の場合や、お
知らせが手違いで届いていない場合は、お手数ですが事務局にご連絡ください。
転勤や結婚などで、県外などに在住し、同窓会係の活動が難しい場合は、同学
年で代理の方への依頼をしていただきますよう、何卒、よろしくお願いします。
　また、今年より、医学科棟の建替工事を行っております。役員と協議を重ね
ていきながら、木蓮会からも寄付を行う予定です。個人での寄付も募っており、
後日、大学から寄付金のお知らせが、香川大学医学部　再開発・基金の担当よ
り郵送予定です。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　最後に、木蓮会について、少し紹介させていただきます。木蓮会は、看護学
科同窓会として、2006年 9 月に発足し、活動を続けております。私も昨年ま
では、約10年にわたり、副会長として、活動していました。近年は、卒業記念
として、卒業生の皆様にナースウォッチをプレゼントし、好評を得ております。
特に、この 3 年間の卒業生におかれましては、コロナウイルス感染対策による
病院実習の学内への差し替え、リモートでの授業、サークル活動の制限など大
変な学生生活だったと思います。私も看護教育の指導者として、その大変さを
経験しました。この大変な思いを乗り越えた卒業生の皆さまが踏み出した、看
護の道への第一歩が素晴らしいものになると信じています。また、学生の皆様
もコロナ禍の影響を受けた世代でもあります。逆境をバネにいかなる困難にも
立ち向かっていけるように、我々木蓮会も応援しております。

木蓮会 会報 2024

発 刊 日 2024年 6 月吉日
編 集 発 行 香川大学医学部看護学科同窓会「木蓮会」
編 集 責 任 者 安藤由紀子（１期生、副会長）

事務局連絡先 TEL＆FAX 087-840-2291 
〒761-0701 �香川県木田郡三木町池戸1750‐1 

香川大学医学部内 香川大学医学部医学科同窓会 讃樹会 気付 「木蓮会」

　能登半島地震の発生により、同窓生の方々やご家族が被災された皆様に心より
お見舞い申し上げます。皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申
し上げます。今回も無事に会報を発行できますことを、木蓮会会員皆様と医学科
同窓会事務局に感謝申し上げます。会報は 1 年に 1 回発行しておりますが、無
事に発送できたことに安心していると、次の作成時期になっており、月日が過ぎ
る早さを毎年実感しております。また、コロナウイルス感染症は 5 類移行に伴
い、生活様式や仕事内容に少しずつ変化が生じていることと思います。同窓生皆
様はそれぞれの職場や家庭で、日々、頑張っておられることと思います。どうか、
お身体にご自愛下さい。

同窓会会費納入のお願い
同窓会は卒業生の会費によって運営されています。卒業時に納入されていない方は、永年会費
2 万円（ 8 期生は 1 万 5 千円、卒業時に 5 千円支払い済）の納入をお願いします。
該当者には、振込用紙を同封しています。ご協力のほど、何卒、よろしくお願いします。

異動通知書のお願い
住所や氏名に変更ありましたら、同封の異動通知書を事務局にFaxもしくはメールをお願いし
ます。

助産師のための奨学金助成制度
香川大学医学部附属病院に入職し、且つ、同窓会会費を全額納入されている方を対象に、奨学
金制度があります。希望者は、事務局までご連絡ください。

同窓会開催時の助成制度
同窓生10名以上で同窓会を開催される場合は、木蓮会より 1 人 2 千円の助成を行います。た
だし、助成の対象者は会費納入者に限ります。また、有志より会報に200字程度の原稿と実施
時の写真添付をお願いしております。希望者は、事務局までご連絡ください。

同窓会役員の紹介

会 長 菊本暁人（ 4 ）
副 会 長 安藤由紀子（ 1 ）

会 計 2024年 3 月まで 上原星奈（14）
2024年 4 月から 真砂友理（14）

会計監査・監事 丹生香里（ 1 ）、松下祐子（ 1 ）、本多智恵（ 1 ）、坂本怜（ 7 ）
敬称略、（　）は期生　※一部役員さんが交代しております
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退職教員からのコメント； 
清水裕子教授より

　香川大学医学部看護学科同窓会の皆様、
お変わりありませんか。
　私は2009年 4 月から、香川大学医学部
慢性期成人看護学教授の任を頂き、15年間
にわたり務めさせていただきましたところ、
2024年 3 月末をもって退任をさせていた
だきます。 4 月 1 日以降は香川大学名誉教
授として皆様のご活躍を祈らせていただき、
側面からご声援をお送りしたいと思います。
　着任後、2012－13年度には医学部副学
部長・看護学科長の任を頂き、文部科学省による国立大学の教育課程のミッショ
ンの再定義を看護学科として再定義をさせていただきました。それから文科省
の大学改革の波の中で、看護学科の香川県民への看護職員の養成課題と地域に
おける看護の質向上に努めてきました。既に、当方の講座助教は教え子の方が
9 年にわたり教育活動を支えて下さり、また、慢性期の実習病棟では卒業生が
実習指導者を担ってくださいました。皆様の成長ぶりに驚くとともに、頼もし
くこれからを託すことができました。国立大学で凡そ初めてと思われる「スピ
リチュアルケア論」は、全国に先駆けて、To beする看護姿勢を伝え、患者さ
んへの自己効力に悩むときにはご自身を支えるマインドになったのではないか
と推察します。また、病棟実習での若い看護師さんの看取り体験の「語り」は、
自己不全感を伴いがちな臨床での葛藤を、語りによって解消するという取り組
みでもありました。私自身が、新人看護師の時代に不全感や葛藤を感じた思い
を、後輩の皆さんに解決して頂きたいとした取り組みでした。ドイツの研究者
と共に、最後の年にスピリチュアルケア能力測定尺度の日本語版を論文として
公開しました。退職後も、皆様には、スピリチュアルケアなどの普及を通して
間接的に支援させていただければと思っています。最後に私が十分できなかっ
たことはお許しいただき、皆様の糧にしていただければ幸いです。看護活動が
皆様の人生を支えるものとなるよう、ご幸運をお祈り申しあげます。

卒業記念品の紹介

　2022年度卒業　24期生からの記念品は、ソファです。
　設置場所は、看護学科 3 階エレベーター横です。
　授業や実習などで 3 階を使う機会が多いため、
　学生が少しでも快適に休憩できるようソファが選択されたようです。

木蓮会について

　木蓮会は、看護学科設立10周年を記念として2006年 9 月に発足し、皆さま
のご協力を得ながら今まで活動を続けてきております。また、同窓会の通称名
を考える際、看護学科 1 期生が卒業時に白と紅紫の木蓮を植樹したことに端を
発しています。木蓮の花言葉は、白は純粋さと清潔さ、紅紫が愛と情熱という
意味があり、看護師に求められるものを象徴していることも相まって、「木蓮
会」と命名されました。主な活動内容は、会報の発行や 4 年生へ国家試験合格
祈願として鉛筆配布等を行っております。また、当時の母性看護学内藤教授か
ら助言を頂き、2009年から助産師のための奨学金助成制度を設立し、助産師課
程を学ぶ同窓生をサポートしています。助成には香川大学医学部附属病院に勤
務すること等の要件がありますが、ご希望の同窓生はぜひ活用していただきた
い制度です。今後も同窓会として何ができるか模索しながら、役員一同で頑張っ
ていきたいと思います。よろしくお願いします。
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2 万円（ 8 期生は 1 万 5 千円、卒業時に 5 千円支払い済）の納入をお願いします。
該当者には、振込用紙を同封しています。ご協力のほど、何卒、よろしくお願いします。

異動通知書のお願い
住所や氏名に変更ありましたら、同封の異動通知書を事務局にFaxもしくはメールをお願いし
ます。

助産師のための奨学金助成制度
香川大学医学部附属病院に入職し、且つ、同窓会会費を全額納入されている方を対象に、奨学
金制度があります。希望者は、事務局までご連絡ください。

同窓会開催時の助成制度
同窓生10名以上で同窓会を開催される場合は、木蓮会より 1 人 2 千円の助成を行います。た
だし、助成の対象者は会費納入者に限ります。また、有志より会報に200字程度の原稿と実施
時の写真添付をお願いしております。希望者は、事務局までご連絡ください。

同窓会役員の紹介

会 長 菊本暁人（ 4 ）
副 会 長 安藤由紀子（ 1 ）

会 計 2024年 3 月まで 上原星奈（14）
2024年 4 月から 真砂友理（14）

会計監査・監事 丹生香里（ 1 ）、松下祐子（ 1 ）、本多智恵（ 1 ）、坂本怜（ 7 ）
敬称略、（　）は期生　※一部役員さんが交代しております
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